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三崎町にお ける海洋プランク トンの出現種類 目録

佐田岬半島の突端に位置する三崎町は,北 は瀬

戸内海 ,南 は宇和海に囲まれた海の町として知 ら

れている.南 からは黒潮の影響をうけた温暖な海

流がやつてくるため,海 の生物は,少 なからずそ

の影響を受けていると考えられる。また,瀬 戸内

海 と宇和海の連絡部にあたる豊予海峡は,速 水瀬

戸といわれるように潮の流れが速いため,三 崎町

周辺海域の生物の入れ替わ りや多様性は,比 較的

高いと予想される.

筆者は,三 崎町宇和海側の二崎湾と瀬戸内海側

の二名津湾を中心に,海 洋プランク トンの一年間

の継続採集調査を行つた.こ こでは,本 調査にお

いて出現 した海洋プランク トンの種類について報

告する.

大本 将人

調査地点と調査方法

調査地点は,三 崎湾の船着き場 (図 lA)と 二名

津湾の波上場 (図 13)の 2か 所である.調 査は,

三崎では 1997年4月から 1998年3月までの間,月

1回 の割合で 12回 ,二 名津湾では 1997年6月か ら

1998年5月までの間,お よそ月 1回 の割合で 11回

行つた。採集時刻はすべて朝 7時 30分 ～ 8時 であ

り,穏 やかな天候の日を選んで採集を行つた。

採集に用いたプランク トンネットは,口径 30cm,

長さ約 50omの 市販のものである(ミューラーガー

ゼ番号等は不明).船 着き場もしくは波上場からプ

ランク トンネ ッ トを投げ入れ,表 層から lm以 内

を 10m程 水平に曳いて,20国 のサンプル瓶 2本

に移 した。その際,パ ケットのコックを回 して普

Ⅳ

図1 調査場所の略図(記号の説明は本文を参照)
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通に採集 したのでは,ク ラゲなどの大型プランク    日本各地の温海の沿岸や外洋に広く分布する。

トンを うまく採集できないことが分かつたので,   三崎湾,二 名津湾 ともに秋に多かった。

ネ ッ トの日の方からサンプル瓶を逆さに入れて,        Melosinccac メロシラ科

ひつくり返すように採集 した。このようにして得   4」 睦rasira sp.

た 2本 のサンプルを持ち帰 り,一 方はそのまま観    三崎湾,二 名津湾ともに初秋に多かった。

察を行い,一 方は5～ 10%ホ ルマ リン溶液で固定      ■lassiosiraceae タラシオシーラ科

した。                          52山 田励 sp・

植物プランク トンの うち,珪 藻類 と藍藻類の分    種は不明。二名津湾で秋季に多く得 られた。

類は山路 (1996)に従い,渦 鞭毛藻類 と動物プラン   6動 rass′
"′
″ s“b″′お

ク トンの分類は千原 ・村野編 (1997)に従つた。で    細胞は寒天質中に埋在する。北方の沿岸性であ

きる限 り種まで分類するように心掛けたが,同 定   り,冬 季普通に出現する。三崎湾,二 名津湾でも

できなかったものについては, 日,科 ,属 の レベ   冬季に多く見られた。

ルでまとめた。なお,後 の報告 (大本,2000)に お       Biddulphiaccac ビドルフィア科

ける動植物プランクトンの水平分布調査,垂 直日   7BM″ ″みた′雄ルJra(写真 1)

周調査で採集されたものも併せて目録にとり入れ    日本各地に広く分布する。付着性で量は少ない。

た.1997年 7月 3日 に,名 取海岸 (図1のⅣ)で夜   三崎湾,二 名津湾でも僅かに見られた程度.

光虫 筋εrttοα″″ね′お赤潮が発生したので採集し,    8B滋 切″″Sレ′パお(写真 2)

顕微鏡観察を行つたところ,夜 光虫以外の他の渦   暖海の沿岸性.日 本各地に普通.夏 の終わりか

鞭毛植物も出現したので,植 物プランクトンロ録   ら初冬まで比較的長く見られる。

に併せて記載した。                9励
“
吻″ zοο′′α

`郎
沿岸および内湾にきわめて普通.冬 季 日本各地    +

結   果           に広く分布し,や や暖海性である.三 崎湾,二 名

調査期間中,記 録された動植物プランクトンに  津湾では,夏 の終わりに多く見られた。

ついて,以 下に目録的に記述するとともに,そ の  lo"写 ゎ滋
“
″
“
ιぉお

一般的な分布域,調 査地点における出現状況につ   二崎湾,二 名津湾では,夏 の終わりに僅かに見

いて簡単なコメントを付す。            られた程度.

1l Di″I“″ら″なみ
“
Frri′

植物プランクトン          ゃゃ北方沿岸性で,冬 季に多く出現する.三 崎

CHRYSOPHYTA 黄色植物門       湾,二 名津湾でも,秋 から冬にかけて多かつた。

BACILLARIOPHYCEAE 珪藻綱       12 rr′ ιarariン″/avぉ

Centrales 円心目           沿岸,内 湾の付着性種.日 本各地に分布するが

Rhizosoleniaceac リゾソレニア科       稀.三 崎湾で春先に確認 した。

lRル ο
“
′ο″たspp.                    chaetoccraceae キー トケロス科

多くは暖海,外 洋性であるが,沿 岸にも多く繁   130"わ
“
″ω
`ο
α″rta昴

殖する.周 年出現するが,三 崎湾では春に,二 名   熱帯または亜熱帯性だが,か なり広 く分布する.

津湾では秋に多くみられた。            三崎湾,二 名津湾では,初 夏に数が増加 した。少

Skeletonelllllaceae スケレトネマ科       し大きめであり,ツ リガネムシの一種がよく付着

2,響 力
“""お
′αttι力″α               する.

温帯の沿岸性 .各 地に普通にみられる.三 崎湾   14 Cttθ わcα
"″
らル

では春に,二 名津湾では秋に多く見られた。      北方の寒海性 .沿 岸,内 湾において冬季普通に

Leptocylindraceac レプ トシリンドラス科     見 られる。三崎湾でも冬に多く出現 した。

3G“

“

げ出 ノαCC渤2                  150“ roσσ
“
ル″たッt…
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暖海性.太 平洋,黒 潮沿岸 より知 られる。両湾

ともに夏季に多かつた。

16C睦 ゎο′ras`めθ″′′(写真 3)

沿岸性で広く分布する。初夏で 日本各地で普通

に見られる。両湾でも夏季に多かつた。

17α
“
ゎ
“
Юs`′
“

末端刺毛は他のものより大く,鎌 型をなすか,

U字 型をなすのが特徴。世界の大洋沿岸にきわめ

て広く分布し,出 現量の多い重要種である。三崎

湾,二 名津湾では夏季に多かつた.

1 8 C物″οσ′″οs aarIP ` `′賀

温帯及び寒海性 .沿 岸 ,内 湾 で極 めて多 く出現

す る。冬季 に多い とされ るが,夏 季 にも比較的多

く見 られた.

19C陸 eゎ
“
″οs sp.

冬季に多 く見 られた.種 は不明である.

20Cゐαarοc`ras cοsra"′
"

暖海の沿岸性.量 的に多くはないが,と きに夏

季に多産する。三崎湾では晩秋に多かつた。

Bacte五astraceac バクテリアスツルム科

21B“ raritttr“″varim

広温,広 塩性で広く暖海に分布する。沿岸内湾

に極めて普通に産する。三崎湾では Chaetoceros類

の増殖期に併せて増殖 したが,台 風の後急激に減

少 した。

Coscinodiscaceae ■スキノディスクス科

22 Cosci"odisctts sp.1

種は不明,殻 の厚いタイプである。三崎湾,二

名津湾ともに,夏 季の α
“
ゎc`“∫類の大増殖が終

わつてから急激に増える傾向があつた。

23 Coscレoasctt sp.2

種は不明だが,晩 秋から冬季にかけてよく出現

した。殻の薄いタイプである。

24」fa″麟
“
郎腸認脇

"“
ぉ(写真 4)

南方の外洋性 .黒 潮暖流域に分布 .春 季に特に

多いが,冬 季にも見られた。

Pennales 羽状 目

Fragilatiaceae フラギラリア科

25ル αrassゎ″′″α tttzsc″ο滋た(写真 5)

世界の各大洋に出現.日 本近海の沿岸 ,内 湾に

普通に現れる。三崎湾,二 名津湾では,夏 の終わ

りから初秋にかけて多く見られた。

26 maras蒟ぁ強したtraψraii(写真 6)

太平洋 ,大 西洋,イ ン ド洋 ,地 中海の沿岸,内

湾にきわめて広 く分布する。 日本近海の沿岸や内

湾にも多い.三 崎湾,二 名津湾では,初 秋に多く

見られた.

Naviculaceac ナ ビキュラ科

27P″ trrοslgzα sp.

夏および秋に多いようである。種は不明.

28Ⅳ♭νfο離a sp.

秋にみられた。種は不明.数 は少ない.

Nittchiaceae ニッチア科

29 Bαε凛″″′
"“
JοXα

世界中の汽水域に分布する広塩性種.三 崎湾 ,

二名津湾では,夏 季および秋季に見られた.光 に

対してよく反応する.

Tabellariaceac タベラリア科

30ιた″″わra αらレθνJα″

沿岸,内 湾性できわめて広 く分布する.元 来は

付着性種である.三 崎湾,二 名津湾では,冬 季か

ら春季にかけて見られた.

31 Cri“。勁
`″
ね″ο″′

`″

″

沿岸,内 湾性.太 平洋カルフォルニア沿岸の他,

日本近海にも普通.二 名津湾で春先に見られたの

みである。

32R力αらあ″ο″α αdrねric“″

広 く各大洋の沿岸,特 に暖水域に多 く分布 し,

日本近海にも普通に見られる。三崎湾で夏季に見

られた.

DINOPHYrA 渦鞭毛植物門

DINOPHYCEAE 渦鞭毛藻綱

Noctilucales ノクf升ルメフロ

33 Ⅳhcr′′″εα″″icrお

日本各地沿岸にみられる広域分布種 .早 春より

初夏にかけて赤潮を起こすことで知 られる。衝撃

により発光する。三崎湾,二 名津湾では,冬 か ら

春にかけて珪藻類を避けるように増殖が起こるよ

うであった。通年出現する.

34身″″あ′i″′″″βsa″あ″οcr″ン
“

三大洋 , 日本沿岸黒潮水域に分布 .三 崎湾,二

名津湾では,冬 から春にかけてよく見 られた。増

殖期はル cril″εαガ′″おとよく一致する.

Pyrowstales ピロキスティスロ
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35Dおsοαレj“″Jtrzzra

暖海の外洋性.日 本近海の黒潮本流,沿 岸に普

通.三 崎湾,二 名津湾では,数 は少ないが,比 較

的通年見られた。

36り o9sri9″οCtil“α(写真 7)

暖海の外洋性。日本近海の黒潮本流,沿 岸に普

通.数 は少なく,冬 に多い傾向があつた。

Pror∝cntrales プロロセン トラムロ

37 Prorο
`′
″″″″″′σαパ

暖海 より寒海まで広 く産する。日本沿岸,内 湾

に普通・時に赤潮になる.夏 ,名取海岸で採水 した

助 crル
“
滅lia′お赤潮に混 じつて僅かに見られた。

Dinophysiales ディノフィシスロ

38D"υ tt οα面 0(写真 8)

温帯から熱帯.本 邦周辺からは暖流の影響の強

い水域に出現する。三崎
Vi4で
夏に僅かに採集 され

た.

Gymnodiniales ギムノディニウムロ

390ο力あル ル″″Jy●・物滋 s

瀬戸内海,九 州沿岸に多い.2″ caぉと同じで,

夏,名 取海岸で採水 した夜行虫赤潮に混 じつて僅

かに見られた。

Peridiides ペ リディニウムロ

Ceratim ケラチウム属

Amphiceratiuln アンフィケラチウム亜属

40 0rari"ルsぉ

暖海性.日 本沿岸,内 湾に広く多量に分布する。

三崎湾,二 名津湾では,夏 季に多かった.

Ceratium ケラチウム亜属

41 GararI“″メ″σα

日本各地の内湾,沿 岸に広く分布する。三崎湾

で初夏に出現した。

Euceratium エウケラチウム亜属

42Cセrari″″rrた勁Юε
`ras(写
真 9)

暖海性.日 本近海にきわめて普通.量 的にも多

い.三 崎湾では初夏に多いようである。

43 Carari″
“
sp.

種は不明であるが,三 崎湾,二 名津湾 ともに,

夏季に優占するのはこの種であつた。

44C′7・ari2″′″rcL′〃″″

暖海の外洋性.太 平洋 ,大 西洋,イ ン ド洋に広

く分布 し, 日本近海にも産する。三崎湾で夏季に

僅かに見られた.

45 Cι′α′ilr″″け oο′′OS Var.garrictrz

太平洋,大 西洋,イ ン ド洋,地 中海に産する。

暖海,外 洋性.二 名津湾で秋に少 し見られた。

466′″″″″ι′οらθ varparalle″″

太平洋,大 西洋,イ ン ド洋の熱帯海域に分布 .

本邦南海黒潮,対 馬海域より知 られている.三 崎

湾,二 名津湾ともに秋にこの種が多くなる傾向が

あった。

PЮtopendiniuln プロ トペ リディニウム属

47 Prar″ar″
"″
″d響″∬″″(写真 10)

日本近海に普通.三 大洋に広 く分布する.三 崎

湾,二 名津湾では,夏 季から秋にかけて多かつた.

48 Prar6P′だai“′
“
″。0″た
“
″

日本各地,オ ホーツク海沿岸から採集 されてい

る.夏 季に三崎湾で僅かに見られた。

CYANOPHYTA 藍藻植物門

CYANOPHYCEAE 藍藻綱

Nostocales ネンジュモロ

oscinat。五aceae ユ レモ科

49 rrた 力ο&s″ ′″″ sp.

秋季に二名津湾で僅かに見 られた.淡 水 と違つ

て,海 水には藍藻類が非常に少ない。

動物プランク トン

CHORDATA 脊椎動物門

Πツ軋IACEA タリア綱

Salpida サルノく目

Salpidac サルパ科

l sarpa sp.トガ リサルパ属の一種 (単独個体)

三崎湾で春に採集 された。

2磁夕の転ルr″お トガ リサルパ (連鎖個体)

サルパ類の中で最も広く分布する。 日本近海で

も一般的で, しば しば優占種 となる.本 州太平洋

沿岸,黒 潮域,親 潮域, 日本海から報告がある。

三崎湾で春に採集された。

APPENDICULATA尾 虫細

AppendiculaFia 尾虫目

Oikopleuridae オタマボヤ科

30jり :`Zra(降ガ″α力 )′′ο′
“
 ワカ レオタマボヤ

(写真 H)

三崎湾,二 名津湾 ともに春に出現 した。日本各

地の内湾に多く,東 京湾,瀬 戸内海の常駐種であ
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る。

Fritillaridae サイヅチボヤ科

4F7iriJrarね(И″。
``κ“
)あが。Sra″α ホソサイヅチ

ボャ

三崎湾で夏季に僅かに採集 された。黒潮域に普

通で, 日本中部以南の沿岸域に出現する。

MOLLUSCA 軟体動物門

GAS椰こOPODA 腹足綱

5 GASROPODA spp.

巻き員類には違いないが,種 の同定は困難であ

った。三崎湾,二 名津湾ともに通年出現する.

Thc∞somata 有殻異足目

Cavolinidac カメガイ科

6 Cr“
`お
αεれカ  ウキヅノガイ (写真 12)

世界の温,熱 帯水域に分布する。三崎湾では夏

の終わりから秋にかけて見られたが,二 名津湾で

は見られなかったことから,元 来は外洋性であり,

黒潮に乗つてやってきたのではないかと考えられ

る。

Limacinidac ミジンウキマイマイ科

7ι加
“
滋 1巾 o ヒラウキマイマイ

世界の温,熱 帯の黒潮水域に分布.三 崎湾,二

名津湾では,僅 かに見られた程度.

BIVALVIA 二枚貝綱

8 BIVALVIA spp.

二枚貝類には違いないが,種 の同定は困難であ

った.三 崎湾,二 名津湾 ともによく出現 したが,

特に二崎湾では春と秋に多い傾向があつた。

PROTOZOA 原生動物門

POLYHYMENOPHORA

01i"dchda 少毛目

Codonellidae カザ リツポカラムシ科

9 rir′″″がぉsp・スナカラムシ属の一種.

本属は沿岸水域で最も卓越する.殻 に付着する

粒状物は浅海域では砂粒で,沖 合域では植物プラ

ンク トンの殻の破片であるなど,き わめて多様性

に富む.外 洋域にはめったに出現しない.三 崎湾,

二名津湾ともに通年よく出現した。

Codoncllopsidac トックリカラムシ科

10 Codo″〃ηsお″arc力aJra  トックリカラムシ

温帯から熱帯の沿岸域にごく普通に見られる。

三崎湾で夏季に僅かに出現 した。

Ptychocylididac ツリガネカラムシ科

HЛ のιJra′″
`″
レrgif オオビンガタカラムシ

暖海沿岸性で,夏 季に普通に出現する。三崎湾

で夏季に僅かに出現した。

AClヽJOPODA 放射仮足綱

Radiolaria放散虫目

Acantharina アカンサリア亜目

12 Иοα″Йο″
`"″
′′7r2c′′
“
″

太平洋,大 西洋,イ ン ド洋,地 中海に広 く分布

し, 日本近海にも極めて普通で,量 的にも多い.

三崎湾,二 名津湾では夏から秋にかけて多かつた。

Phacodarina フェオダリア亜目

13 Stichοあ″εル″
“
″α(写真 13)

暖海域より寒海域まで広く分布 し,地 中海にも

産する.日 本近海沿岸沿岸にも極めて普通に出現

する.三 崎湾,二 名津湾では,夏 から秋に多かつ

た。二名津湾では,春 季のカイアシ類の増殖の前

に,本 種の増殖が起こっていた。

RHIZOPODA 根足虫綱

Foraminifera 有孔虫目

Globigerinacea グロビグリナ上科

14 Globigerinacea sp.グロビゲリナ上科の一種.

浮遊性有孔虫類.二 名津湾では夏季に一度採集

されたのみ.

ANINELIDA 環形動物門

POLYCHAETA 多毛綱

15 POLYCHAETA sp.多 毛綱の一種.

三崎湾で トロコフォラ期よ・りやや発育 した幼生

が,春 に僅かに出現した.種 は不明.

Sedentaria 定在 日

Sabellariidac カンムリゴカイ科

16 Sabι″α′″αJvaοrara(写真 14)

三崎湾,二 名津湾で通年出現 したのは,主 にこ

の種であつた。特に夏季に日立つ.

Oweniidae チマキゴカイ科

17 0wc血dac sp.チマキゴカイ科の一種.

三崎湾で Mitraria幼生が秋季に見 られた.種 は不

明.

Errantia 遊在 日

Polynoidac ウロコムシ科

18ルメあ
“
r2S昭
“
α
“
加  フサツキウロコムシ

夏季沿岸帯に現れる。眼点は 2対 .夏 季に三崎
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湾で見られた。

CHAET00NATHA 毛顎動物門

SAGITrOIDEA 現生矢虫綱

19 SAGITTODEA sp.1

湾内で見られるものは,ほ とんど小型のものば

か りであった。二名津湾では量は少ないが比較的

通年見 られ,三 崎湾では,春 から夏にかけて多い

ようであつた。

20 SAGI罰「OIDEA sp.2(写真 15)

同じ湾内でも少 し沖合い (図 1の I)で 採集され

た矢虫類.体 は大きく固い。

Aphragmophora 無膜 目

Sagittdacヤ ムシ科

21 Sagirra`嗅徴α フクラヤムシ(写真 15)

各大洋の暖海域の表層,東 北地方中部以南の太

平洋側に多く出現 し, 日本海からも採集 される黒

潮の指標種.体 は大きく軟らかい。上記 と同じく,

少 し沖合い (図 1の I)で 採集 された.

ARTHROPODA 節足動物門

BRANCⅢ OPODA 偲脚綱

Calotloida カラヌスロ

Cd`面dac カラヌス科

22 Caraz“si″′
`“
s

本邦近海の温帯域の表層に普通に出現する大型

種である。三崎湾,二 名津湾では,冬 から春にか

けて多くなるようであつた。

23 Cαね″郎,7ι′ο
“

北太平洋の寒帯から温帯域に普通.通 常,表 層

に分布するが,海 域によつては 500m以 深 より採

集 されることもある.三 崎湾,二 名津湾では冬に

多かった.

Eucalanidac ユウカラヌス科

24助 cam“ sめた″″お(写真 16)

暖水の外洋性 .本 邦近海では黒潮域に普通に見

られる.8月 に三崎湾で,H月 に二名津湾で見ら

れた。

Pseudodiaptomidaeプセウドディアプ トムス科

25 Psa″あ″ψraz“″Йοalaたバな(写真 17)

イン ド,西 太平洋に分布 .本 邦では 日本海,太

平洋および九州北西の沿岸域に出現する。三崎湾,

二名津湾では夏季に多いのではないかと推察され

る。瀬戸内に多く出現するといわれる ユ励
“
で

はなく,2″iL“滋たパなが出現するのは興味深い.

Euchactidae ユウキータ科

26 ParaF“レ ra′′α
“

イン ド洋,太 平洋の沿岸に分布。 9月 に二名津

湾で見られたことを除けば,冬 に多く出現する傾

向があつた。大型のカラヌスである.

Scolecitrichidac スコレシスリックス科

27 Scoた0′rlr“aα″αι

熱帯,亜 熱帯の表層に分布。日本では伊豆近海,

黒潮域からの報告がある.

28 Zabiあceraハοr“″あ (1テJモ 18)

日本周辺海域,オ ホーツク海,黄 海,東 シナ海,

南シナ海,ジ ャワ海に分布 .内 湾性 .瀬 戸内海で

は暖水期にプランク トンとして出現 し,冷 水期は

耐久卵 として海底で過ごす。三崎湾の少 し沖合い

(図1の I)で夏季に採集された。

TemoHdae テモラ科

29 71"ηοra″″ら′れα
`α

世界各地の熱帯,温 帯域に分布.日 本近海では

暖流影響域に出現 し,東 京湾や瀬戸内海などの内

湾でも夏から秋季に比較的多く出現する.三 崎湾

の少 し沖合い (図1の I)で夏季に採集された。

Acartidac アカルチア科

30/ca7・riα dα″α′

温帯から熱帯の表層に世界的に分布 .日 本では

本州中部から琉球列島の沿岸に見られる。三崎湾

で夏季に採集された.

3 1 Иcarria cra.6f

И.`rayS'は現在 И.ルあ
““

とИ.ο
“
ο′ガに分けられ

ているようであるが, どちらか判別がつかなかつ

た.ど ちらも九州以北の北西太平洋沿岸,内 湾,

汽水域などに分布する。低層水温 20℃ 以下で出現

し, しばしば春季湾内でカラヌスロの優占種 とな

る.春 に二名津湾で見られた.

32 Иεα″嗜as″″
`r′

北西太平洋沿岸に分布 ,日 本では北海道から琉

球列島の内湾,沿 岸に見られる。湾奥の低層で昼

間群れることがある.10月 に二名津湾で見られた

のみ.

33 ИcaP・ric sp

種までは同定できないが,明 らかにアカルチア

科に属する上記 3種 とは異なるカラヌスが存在 し
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た。数は少ない.

Paracdanidac パラカラヌス科

34 Pω
"`rα
′α″
“
sP― な

全世界の沿岸表層域に分布。 日本でも各地沿岸

に分布するカラヌスロ優占種の一種で,本 州中部

以南では春に,東 北以北では夏に多くなる.季 節

を通 して優占種となるのは,こ の種 P′αnぁ  と次

の種 2crttsレosけおである.P′ の な は,ほ ぼ通年

出現するが,冬 から春にかけて個体数が増加する

傾向があるといえそうである。

35 Paracα′α″
“
s crassiros″お

三大洋の熱帯から温帯の沿岸から内湾に分布 .

日本では本州中部以南の沿岸に出現 し,閉 鎖的内

湾では夏から秋にかけてしばしばカラヌスロの優

占種 となる。本種は比較的通年出現するが,特 に

夏から秋にかけて個体数が増加するようである。

P″ ぉ よリガヽ型.

Cyclopoida キクロプスロ

Omonidac オイ トナ科

360′r力ο″as,″″お

分布は非常に広く,主 に太平洋,イ ン ド洋,大

西洋の寒帯,亜 寒帯に分布するが,地 中海 ,東 部

太平洋の熱帯,亜熱帯などからも報告 されている.

日本では各地の内湾,沿 岸,外 洋で普通に採集 さ

れ,亜 寒帯域で しばしば優占種になる,三 崎湾で

も二名津湾でも,春 に大増殖を起こすことが分か

った。

370′′みo■α οcッrara

太平洋,イ ン ド洋,大 西洋の熱帯,亜 熱帯,沿

岸及び内湾に分布.日 本では暖海域の内湾で普通.

しばしば濃密な集合を形成する.三 崎湾のキクロ

プスロの秋の増殖のピークは本種の大繁殖による

ものであった。二名津湾では三崎湾ほどの秋のピ

ークは見られなかつた。

380′Йο″ pr7“′″

太平洋,イ ン ド洋,大 西洋,地 中海の熱帯,亜

熱帯,沿 岸および外洋に分布 .日 本では暖海域の

沿岸,外 洋で普通.8月 27日 の 日周調査において,

三崎湾で少数が出現した.

390:=たo″α sp.

三崎湾,二 名津湾では,秋 に多いようであつた.

種は不明である.

Poecilostomatoida ポエキロス トムロ

Corycacidac コリケウス科

40 Cοフ
`α
′パ夢
"お

北太平洋に広 く分布する他 ,北 アメ リカ東岸か

らも知 られる.日 本各地に分布 し,瀬 戸内海など

内湾にも出現する。三崎湾,二 名津湾では年間を

通 してよく出現する。

41 6ο4ソ
`ὰ“
s Sp.

C笏 麟おより小型.三 崎湾,二 名津湾では夏季,

冬季を除けば,比 較的よく出現する.

Oncacidac オンケア科

420″caιa spp.

分類が難 しい。2,3種あるようである。両湾 とも

によく出現した。

Sapphirinidac サフィリナ科

43 Sttη力FriИr sIPatrたo2″

世界各地の暖水域に分布.三 崎湾で春に見られ

た程度.元 来は外洋性のようである.

Saphirella‐lke copepod サフィリナ型カイアシ類

44働″″たッcJopsJapο″たな

寄生性 ,も しくは半寄生性 .東 京湾 ,瀬 戸内海

などに見 られ,コ ペポディ ドI期 はプランク トン

として特に春季から夏季に多く出現す る.成 体は

泥質の海底付近で採集 されるが,宿 主については

不明.8月 4日の調査で,船 着き場 (図 1の Ⅲ)に出

現した.

Harpacti∞ida ハルパクチクスロ

Euterpinidae ユウデルピナ科

45E″たψ:″α ασ″′′0お

世界の暖海沿岸から外洋に広 く分布 し, 日本南

部海域にも見られる。三崎湾 ,二 名津湾では,ほ

ぼ通年出現 した.雄 に大型 と小型があるが,大 型

は秋から冬にかけて寒水期に多いようであつた.

Ectinosomatidae エクチノソマ科

46カ″crοsιrarra roseα

世界の各大洋に分布 .三 崎湾,二 名津湾では,

一年を通 して比較的よく出現 したが,冬 季にやや

少なくなつた。次の M″ο″agicαに比べると,出 現

率が高い。

47″7ε
“
s`たJra″。″agicα

世界の各大洋,北 極海,南 極海に分布.三 崎湾,

二名津湾では,夏 から秋に多いようである.水 平
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分布調査か ら,こ の種は沖合いにも分布範囲を広

げることができるようである.

Miraciidae ミラシア科

48ノ隆crosι″JJa grac″お(写真 19)

各大洋の暖海域に広 く分布 し, 日本近海暖流域

にも出現する。三崎湾で暖水期にのみ僅かに出現

した。

Harpacicidae ハルパクチクス科

49■ ″′υ郎="。た
“

日本温暖域の沿岸満潮線より上の潮溜ま りに生

息する。三崎湾では秋から冬にかけて多いようで

ある。

Clytemnesddae クリテムネス トラ科

50吻
`″
″ω
"Sp.

湾内では,ご くたまに少数見られただけである。

Mo鵬■1loida モンス トリラロ

Monsdlloidae モンス トリラ科

51施 PIs″illa sp.

他のカイアシの大発生の時などに,僅 かに見ら

れる程度であった。

Cladocera 枝角 目

Sididac シダ科

52P′″″″ のレοsrrお ゥスカワミジンコ(写真 20)

全世界の温帯,熱 帯沿岸 ,場 所によつては大洋

に出現する。特に瀬戸内海のような温暖域の富栄

養の内湾に多産する.三 崎湾,二 名津湾では,夏

季に集中して見 られた.本 種は他の枝角類に比べ

て,格 段に数が多い.

Podonidac ウミオオメミジンコ科

53 Pοあ″″助勁ι″οttas コウミオオメミジンコ(写

真 21)

世界の暖海域,沿 岸,内 湾及び河口に出現する。

夏季に三崎湾で出現した。

54 Eναa"`たrgas″″a トゲナシエボシミジンコ

南北両半球の温帯から熱帯域の沿岸から外洋ま

で広 く分布する。夏の終わ りに二崎湾で僅かに見

られた.

MAXILLOPODA アゴアシ綱

Miodo∞pida ミオ ドコーパ ロ

Hdocyprididac ハロキプリス科

55 HalocypFididae sp.1 ハロキプリス科の一種

冬季および春季に二崎湾で見られた.数 はさほ

ど多くない。イヽ型のウミホタル.

56 Halocyprididae sp.2 ハロキプリス科の一種

冬季,三 崎湾で僅かに一個体見られた大型のウ

ミホタル.

MALACOSTRATA 軟甲綱

Decapoda 十脚 目

Pleocyemata 抱卵亜目

Pelinuroidea イセエビ下目

PelinuFidaC イセエビ科

57 Pelinuridae sp.イセエビのフィロソーマ幼生 (写

真 22)

夏に三崎湾の沖合 (図 1の I)において,2,3個 体

採集された.

Dcndrobranchiata 根鎌亜目

Penacoidea クルマエビ下目

Luciferidae ユメエビ科

58Z“σttr Sp.ユメエビ属の一種 (写真 15)

夏に三崎湾の沖合 (図 1の I)に おいて,採 集 さ

れた。

C讀dea コエビ下目

Rhynch∝inetidae サラサエビ科

59沢″
“
みοοレι″s″′ra′ サラサエビ

本州以南の潮間帯から浅海底に生息.8月 27日

の垂直 日周調査において三崎湾より採集.

60 Dmpoda sp.エ ビ類の成体

8月 27日 の垂直 日周調査において三崎湾より採

集.種 は不明.

61 Decapoda spp.エビ類のミシス幼生

夏に三崎湾の沖合 (図 1の I)に おいて多く採集

された。種は不明.

Brachttm 短尾下目

62 Brachyra spp.カニ類のゾエア幼生

夏に二崎湾の沖合 (図 1の I)に おいて,多 く採

集 された。種は不明.

Anomura 異尾下目

63 Anomura spp.ヤドカリ類の幼生

冬季に二崎湾で3,4個体を採集 した。

Mysidacea アミロ

Mysidaeア ミ科

64 Mysidae sp.アミ科の一種

8月 27日 の垂直 日周調査において三崎湾より採

集.種 は不明.
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Amphipoda 端脚 目

Hyperiidac クラゲノミ亜目

65 Physocephalata sp.オオガシラ下目の一種

1月 22日 の強風の際,二 名津湾で採集.元 来は

もつと沖に生息 しているものが,強 風によって流

されてきた可能性が高い。この時以外には1個体も

採集することはできなかつた.

Ga― aridea ヨコエビ亜目

66 Gattlmddea spp.ヨ コエビ亜目の一種

三崎湾,二 名津湾では春から夏に比較的多く見

られた他,8月 27日 の垂直 日周調査において多く

採集 された。

CIRRIPEDIA 蔓脚綱

Thoracica 完胸 目

Balanomorpha フジツボ型亜目

Balanidac フジツボ科

67 Balanidae spp.フジツボ科の一種

冬季を除き,三 崎湾,二 名津湾 ともによく出現

した.三 崎湾では夏季に多かつた.

Lepadomorpha エボシガイ型亜目

Lepadidae エボシガイ科

68 Lepadidae sp.エボシガイ科の一種

夏に二崎湾で採集 したのみ.

CNIDARIA 刺胞動物門

HYDROZOA ヒドロ虫綱

Anthomedusae 花クラゲロ

69 Craあ7aF″αノ″οガεα エダアシクラゲ

春から夏にかけて本邦太平洋岸の海藻上に見ら

れ,付 着物より離れて浮遊生活をするものもある。

三崎湾で春に2,3個体が海藻近くより採集 された。

70 Anthomedusae sp.花クラゲロの一種

季節に関係なく三崎湾で多く見られたが,種 ま

での同定は困難であつた.

Leptomedusae 軟クラゲロ

C田叩anulariidac ウミサカズキガヤ科

71鏃
"sp.オ

ベ リアクラグ(写真 23)

三崎湾,二 名津湾で通年よく出現 した.

Trachymedusac 硬クラゲロ

Geryo」idac オオカラカサクラゲ科

72 ιj′れ″た″″り::α カラカサクラゲ

日本南部の太平洋沿岸に分布 .三 崎湾,二 名津

湾では,冬 季に多いようであつた。

Siphonophora 管クラゲロ

Diphyidac フタツクラゲ科

73ν亀ゴ
“
α αrra″rf“ ヒトツクラゲ

太平洋沿岸に分布 .特 に冬に多い。二名津湾で

多く,冬 から早春にかけてよく出現 した。

■N「ACtJLATA 有触手綱

Lobata カプ トクラゲロ

Bolinopsidac カプ トクラゲ科

74あ ri″がぉsp.カ プ トクラゲ属の一種

春に二崎湾で見られた。

ECInNODERMATA 棘皮動物門

OPHIUROIDEA クモヒトデ綱

Myophiurida 閉蛇尾 目

75 Gnathophiurina sp.クモヒトデ類のオフィオプル

テウス幼生 (写真 24)

三崎湾,二 名津湾では,春 から秋に多く見られ

た.特 に夏に多いようである.

ECHINOIDEA ウニ綱

76 REGULARIA sp.ウ ニ類のエキノプルテウス幼生

三崎湾で初夏に出現 した。種は不明.

Echin“ね ホンウニロ

Strongylocenmddac ォォバフンウニ科

77ル ″jσ
`″
″α
“
′″わレ″レぉ バフンウニのエキノ

プルテウス幼生

北海道南部から九州 ,朝 鮮半島,中 国沿岸の潮

間帯～潮下帯に生息.三 崎湾で冬に出現 した.

Spatangoida ブンブクロ

Loveiidac ヒラタプンプク科

78■ 力′″ο
“
ガル″
`ο
rあ搬″ オカメブンブクの幼生

(写真 25)

日本近海の潮下帯にもつとも普通 .冬 に三崎湾

で僅かに見られた.

AS‐ ROIDEA ヒトデ綱

Spinulosida  ヒメヒ トうだ目

Asterinidac イ トマキヒトデ科

79 Иsた′レα″
`ル
′ra イ トマキヒトデのビピンナ

リア幼生 (写真 26)

北海道から九州にかけての浅海から中,深 海の

岩礁または砂底に生息.三 崎湾,二 名津湾では春

から夏にかけて多いようである.

HOLO]ⅢuЮ IDEA ナマコ綱

Aspidochirouda 楯手 目
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Sichopodidac シカクナマコ科       平成9,10年 宇和海海域潮汐表.宇 和海海域漁業

804嘔 riC物な プψοガ
“
 マナマコのオー リクラリ    秩序確立対策協議会.

ア幼生 (写真 27)                 小島貞雄 。須藤隆― ・千原光雄編 .1997.環 境微

北海道から九州にかけての浅海に生息.三 崎湾    生物図鑑.講 談社,°東京,759pp.

で夏季に出現した。                大本将人。1997.三 崎のプランク トン調査.愛 媛

‐ M「ACtILATA 触手動物門        高校理科,(34):61‐65.

BRYOZOA コケムシ綱        大本将人.2000,三 崎町における動植物プランク

81 BRYOZOA sp.コ ケムシ類のキフォノーテス幼    トンの季節的 。時間的変動.南 予生物,H20‐ 32.

生 (写真 28)                   山路 勇.1996.日 本海洋プランク トン図鑑 第

二名津湾で春に見られたのみ.           3版 .保 育社,大 阪,539pp.

PHOROMDA ホウキムシ綱       (お おもと まさひと 〒796-0010ノ 幡ヽ浜市松柏丙

82 PHOROMDA sp. ホウキムシ類のアクチノ ト  654 愛媛県立八幡浜高等学校)

ロカ幼生 (写真 29)

三崎湾で夏に見られたタイプと冬に見られたタ

イプの 2つ があった。

llEME即田A 紐形動物門

83 NEMERIn sp.ヒ モムシ類のピリディウム幼

生 (写真 30)

三崎湾,二 名津湾では冬季に出現 した。分類は

難 しい.

MOLLUSCA 軟体動物門

POLYPLACOPHORA 多板綱

84 POLYPLACOPHORA sp.ヒ ザラガイ類の一種の

フロ

三崎湾では夏季,二名津湾では秋季に見られた.

CASTROPODA 腹足綱

Littorinidae タマキビガイ科

85 Littorinidac sp.タマキビガイ科の一種の卵嚢

三崎湾で夏季に見られた。二名津湾では見られ

なかった。

開    辞

本報をまとめるにあた り,貴 重な御助言をいた

だいた愛媛県立大洲高等学校の辻 幸一教諭にお

礼申し上げます。また,沖 合調査の際,船 を出す

手配をしてくれ,研 究を手伝ってくれた二崎高等

学校卒業生の塩崎 潤君に感謝の意を表 します.
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千原光雄 。村野正昭監修 .1997.日 本産海洋プラ

ンクトン検索図説。東海大学出版会,東 京,1575

pp.
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真写

写真 1 3渤力物 ♂たルrra

写真 2 3滋 ″ンたSi7Paパお

写真 3 Cha′ゎc`′
"θ
ル″″

写真 4 ルガ雄
“
赫
“
勧 お

写真 5 動αrassゎ″′″α″:乾schわ滋s

写真 6 動醐鰯 わ力性」″
“
ψ /dii

写真 7 ら
"cysri9″

οσri12“

写真 8 D"鞠 sお
“
商

写真 9 o″ ′′
“
″″′

“

οο
`″
s

写真 lo Prarq″′α′″J“″ゅ resstra

写真 H O:Ⅲ le″″α(降ガ″″″)″οたα ワカ レオタマボヤ

写真 12 Cra“おαcた2ra ゥキヅノガイ

写真 13 Srた力οあ″cルィ″attα

lテJ黒 14  Sab′Jraria α′νιorara

写真 15 Sag′rra%滋″ フクラヤムシ,ιンε′r sp.ユメエ ビ属の一種 ,SACITrOIDEA sp.2(lcm)

写真 16 助
“
あ″ぉ s“b″″″お (300μ→

写真 17 Ps″あ″ψゎ″な″ル0″腸セ″sお (20帥田)

弩昇]に 18  Zαbiあε′″α″Or′″′b  (2001mp

写真 19 ν″′οs`″′/a gαrilis(200μo

写真 20 2ガ ric αッirosrrお ゥスカヮミジンコ

写真 21 Pοあ″′α″力ι″aルs コゥミオオメミジンコ

写真 22 ルル″idaa sp.イセエ ビのフィロソーマ幼生 (500μm)

写真 23 0ル ″a sp.オベ リアクラゲ

写真 24 0鷹 崚″ね7ンα Sp.ク モ ヒ トデ類のオフィオプルテウス幼生

写真 25 &みレοοα″グ′″″
`ο
raar“″ ォカメプンブクの幼生

写真 26 Иsra″レα″ο′ル′ra イ トマキヒ トデのビピンナ リア幼生

写真 27 ■ οsrたり な力″″たα マナマコのオー リクラリア幼生

写真 28 BRYOZOA sp.コ ケムシ類のキフォノーテス幼生

写真 29 PHORONIDA sp.ホ ウキムシ類のアクチノ トロカ幼生

写真 30 NEMERIA sp.ヒ モムシ類のピリディウム幼生

※特記 しているもの以外のスケールバーはすべて 100μmで ある.
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